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Abstract

A Relational database (RDB) system, which records the control parameters and device online data in the J-PARC
LINAC, has been developed. The beam commissioning of LINAC is planned to start in December 2006. The RDB
system consists of the following databases; “DB1”, which records basic device parameters, “DB2”, which acquires
online EPICS data, “Operation Log DB”, which records a history of operating parameters, and
“Commissioning/Simulation DB”, which holds information on geometry of devices and commissioning. We report on
the development status of each database as well as commissioning software environment tools which utilizes and
relates these databases.
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	１．J-PARC LINAC RDB統合系の構成 
	1.1 機器DB(DB1) 
	DB1の目的は様々な種類のデバイスに対応したEPICSレコード定義ファイルの自動生成を効率よく行うことである。将来的に新しい種類のデバイスへの拡張性と、維持管理労力削減のための構造の簡素化を設計目標としてデータベースの設計・開発が行われた。現在DB1が対応可能なデバイスインターフェースは、VME、PLC、EMBLANである。L3BT（LINAC-to-3GeV Beam Transport）での磁石電源、真空系のVME、PLCベースの各デバイスに関してレコード生成は完了し、OPIの製作・試験も完了した。現在EMBLANの磁石電源に関してレコード自動生成のためのDBデータ整備を行うと同時に、各デバイスのOPIの初期設定に必要な情報のデータ入力作業を進めている。RF機器に関しては、EPICSドライバで規定された状態遷移の定義と信号情報の整備、モニタ系に関しては、情報収集系の開発を行っている。 
	1.2 データ収集DB(DB2) 
	1.3 運転ログDB 
	1.4 Commissioning/Simulation DB 
	２．DB間の連携 
	上記の４種類のDBとEPICSチャンネルアクセスによる制御、モニタ等を統合制御するソフトウエアツールはcommissioningを効率よく行うために不可欠である。このようなDB間の統合操作・連携はcommissioningソフトウエア統合支援環境ツールにより実現する。このためにKEKで開発されたSAD[5]と新たにJava言語で実装されたJCE[1,2,3]を使用する。JCEは、SADのcommissioning統合支援環境ツールとしての基本概念とインタープリタ言語「SAD script」を継承する一方ソースコードの維持管理性、機能拡張性を格段に効率化するためJava言語によりJ-PARC独自に開発されたツールである。JCEでは、SADで実装されている基本Mathematica関数、GUI部品、EPICS制御機能をサポートするとともに、オンラインsimulationとしてはSNSで開発されたXAL[6]を使用し、RDBとのインターフェースを強化等、J-PARC制御系のための機能の拡張を行う。 
	図１におけるcommissioning環境ツールを中心とするDB間の連携は以下のような流れで行われる。準備段階として各IOCにおける制御対象機器のEPICS レコード定義ファイルはDB1よりJavaツールによって自動的に生成される。commissioning環境ツールからの機器へのパラメータ設定はEPICSのチャンネルアクセス経由で行う。機器設定値の記録は、運転ログDBに書き込むことにより実現する。機器パラメータは、現在値はチャンネルアクセスを介して読み込み、過去の測定データに関してはDB2から取得する。 また、simulationと実機データの直接的な比較のために、デバイスパラメータと物理値パラメータの変換を自動的に行うことが必要である。このため現在PCAS(Portable Channel Access Server)とEPICSレコードによる変換法[1]を試験している。 
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